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考えて行動する子ども☆★ 心と体を鍛え、 命を大切にする子  家庭と学校ががっちり手を繋ぐ 2年目に

 発達の凸凹特集

の続報です。執筆者

の小谷先生が診察

した凸凹のある子

どもの特徴が例示

されています。 

「診察中でも質問

に答えない」「おも

ちゃを振り回す」

「注意が耳に入ら

ない」「同じことを

すぐに繰り返す」

「集団登校で友だ

ちともめる」「宿題

をやりたがらない」

「誰とも遊ぶ約束

をしない」「給食を

口にしない」「ノー

トも取らない」「教

科書も開かない」等 

 こうした

行動が見ら

れれば､そ

のまま発達

障害ということで

はありません。その子にはこうした特性 ＝ 凹

の部分があると捉えることが大切です。 

親として凹を気にして、その原因が「これまで

の自分の子育てのせい・・」と考えてしまうと、

自信を失い、疲れて心の余裕がなくなります。 

また､「人にはみんな大なり小なり凸凹があり、

子どもの時は、特に発達の面での凸凹がある」と

いう理解を、夫婦間・家族間で共有していないと、

「あなたの育て方が・・・」等、不要な責任のな

すり合いになったりして家族間の関係がギクシ

ャクしてきたりします。親としては､「他の子が

できていることが何でわが子はできないの！」

と他との比較で

わが子を低評価

し、焦ったり劣

等感を持ったり

することが一番

の問題です。 

ですので、小

谷先生の指摘す

るような凸凹の

ある子の特徴が

顕著に見られ、

なかなか改善が

図れない時には、

専門医の診断を

受けてみること

が大切です。診

断の際には個別

の発達検査を実

施することが多

く、結果を見る

と具体的な数値

で凸凹の程度が

見えてきます。 

診断･検査結

果で凹が見え､

対応が分かってくると、親としては「なるほど、

そういった面が苦手なんだ。なら、お医者さんの

言うとおり、こんな関わり･言葉がけをしてみよ

う。」と､親自身が折り合いを付けられるように

なります。 

注意すべきは発達の凸凹なのか、それとも保

護者の無関心･生活経験の不足等の結果、年齢相

応の判断力やコミュニケーション力､道徳性等

が育っていないのかの判断です。判断する際に

は、これまでの生育歴や家庭の養

育環境等を吟味した上で、専門的

な知見が必要になります。 
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１学期の実りの花盛り､収穫期です。低学年のベランダで
は､毎朝大輪の朝顔が次々と
開き、トマトやナス、ピーマン
も収穫期を迎えています。 
子どもたちの成長は、こん

な風に目には見えませんが、 
この１学期に一人ひとりが確

実に成長しています。明日からの個別懇談では、そうした点
に加え、今後のさらなる成長に向けた情報共有を！ 

 


